
巻頭エッセイ

エ
イ
ズ
が
世
界
で
猛
威
を
ふ
る
い
始
め
て
二
○
年
余
り
の
間
に
、
約
二

○
○
○
万
人
以
上
が
命
を
落
と
し
た
と
い
わ
れ
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
報
告
書

に
よ
れ
ば
、
二
○
○
四
年
の
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
者
は
、
世
界
で
三
一
○
万

人
、
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
二
三
○
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
エ
イ
ズ
は
、

感
染
症
の
中
で
も
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
と
並
ん
で
人
類
の
脅
威
で
あ
り
、

特
に
開
発
途
上
国
が
抱
え
る
貧
困
と
の
悪
循
環
が
指
摘
さ
れ
る
。

特
に
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
エ
イ
ズ
は
深
刻
で
あ
る
。
す

で
に
労
働
人
口
の
二
五
％
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
国
も
あ
る
。『
世

界
人
口
白
書 

二
○
○
四
』
に
よ
れ
ば
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
が
二
○
％
に
達

し
て
い
る
同
地
域
の
七
カ
国
で
は
、
エ
イ
ズ
が
な
い
場
合
と
比
べ
て
二
○

二
五
年
ま
で
に
、
人
口
が
三
五
％
も
減
少
す
る
こ
と
、
ま
た
、
平
均
寿
命

は
二
九
歳
も
短
く
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
属
人
口
が
増
加
し
、

保
健
・
教
育
な
ど
の
負
担
が
増
大
し
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
投
資
は
制

約
さ
れ
、
結
果
と
し
て
一
人
当
た
り
の
経
済
成
長
が
低
下
す
る
こ
と
が
確

実
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

他
の
大
陸
や
地
域
が
環
境
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
と
同
様
に
、
ま
さ
に
、

ア
フ
リ
カ
の
開
発
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
多
く
の
貧
困
人
口
を

抱
え
る
サ
ハ
ラ
以
南
の
諸
国
に
と
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
様
々
な

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
な
か
、
統
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る

点
は
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が
単
に
保
健
医
療
の
課

題
で
は
な
く
、
社
会
的
・
経
済
的
な
側
面
を
多
く
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
地
域
の
感
染
者
の
五
七
％
は
女
性
で
あ
る
。
生
物
学
的

要
因
に
加
え
て
、
社
会
的
な
要
因
や
背
景
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
女
性
や

女
児
が
貧
困
か
ら
教
育
を
受
け
ら
れ
ず
に
知
識
が
乏
し
か
っ
た
り
、
安
全

で
な
い
性
的
関
係
を
強
い
ら
れ
て
い
た
り
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

女
性
の
新
規
感
染
を
予
防
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ケ
ア
と
治
療
に
た

い
す
る
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
こ
と
、
女
性
の
財
産
・
相
続
権
を

保
護
す
る
こ
と
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
、
多
く
の
対

策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
包
括
的
な
対
応
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
あ
る
。

一
九
九
○
年
代
に
は
、
日
本
を
含
む
世
界
各
国
が
、
地
球
規
模
の
問
題

で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
分
野
に
お
け
る
国
際
協
力

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
は
二
○
○
○
年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
へ

と
確
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
二
○
○
一
年
の
国
連
エ
イ

ズ
特
別
総
会
、
二
○
○
二
年
の
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基

金
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
3 

by 

5
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
や
二

国
間
援
助
機
関
な
ど
に
よ
るT

hree O
nes

、
二
○
○
三
年
の
米
国
政
府
に

よ
る
大
統
領
エ
イ
ズ
救
済
緊
急
計
画
な
ど
、
様
々
な
政
策
が
国
際
的
に
発

表
さ
れ
実
施
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
状
況
は
好
転
し

て
い
な
い
。
こ
れ
を
受
け
て
、
七
月
の
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
エ
イ
ズ
を
は
じ

め
と
す
る
感
染
症
と
貧
困
が
再
度
討
議
さ
れ
る
。
九
月
に
は
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
の
一
回
目
の
見
直
し
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
治
療
と
予
防
の
連
携
に
よ
っ
て
の
み
、
感
染
の
拡
大
を
く
い
と
め
る

こ
と
が
可
能
だ
。」
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
の
言
葉
が
耳
に
残
る
。
途
上
国
、

先
進
国
、
双
方
の
政
府
を
は
じ
め
、
国
際
機
関
や
、
市
民
社
会
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

製
薬
企
業
な
ど
、
多
く
の
関
係
機
関
や
関
係
者
が
、
歩
調
を
あ
わ
せ
て
調

整
を
行
い
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
め
て
、
エ
イ
ズ
の
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
い
け
が
み　

き
よ
こ
／
国
連
人
口
基
金
東
京
事
務
所
長
）

ア
フ
リ
カ
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

池
上
清
子
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